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鍾過と共に低下し，別＝］目で4以上の値を示すの吐，エ

同区でさOKク区，皿同区で馬Kグ区，打開区で缶Kク区以上の

区である・朝日目では工，∬間区は巧Kク区以下は全てPH

8台乃至はそれ以下で．わずかに100KF区のみが5台を

保持している．

以上の桔果からこれらの土壌は，1∞Kク／a以上の石灰

を必要とするものと考えられ，3Y．，緩衝能法等忙上っ

て第出された石灰＿迫では相当不足であることが知lられる．

干拓地での甲和石灰量は，ある時点での酸度をもって決

められるものではなく，酸の変化遠に上って決められる

べきものである．

ところでこの士魂に封いて，生成される駿の総量とも

いうべき易薮化性SO。（H202可浴SO，）についてみると，

これを甲和するに必妾を石灰豪壮8当少工同区で89にク，

∬聞区で80K9，m両区で缶Kクであって，この走でも本試

験からすれば不足である．このことは水稲の生育が，単

に乾田期間甲忙鮫化生成される厳に上って阻害されるの

みでなく，石灰に上って消去されるような生育阻害因子

が存在するか，あるい吐，下層の酸が毛管水に上って上

昇したものかいずれかであろう．特に餃者については，

地下水位が詭畑程匿であること，土壌はかなり下層まで

酸性化していることから見て，その可能性が充分にある．

かくの如く干拓地での中和石灰豆の算出は困難である

がt　その天さを原因は酸の量が変化する点にあわ，それ

水稲基肥　の　施肥

を抑制する手段を絹ずればある程度解決される吐ずであ

る・その－一つとして，早期漏水の方法が考えられる．本

試験把ついてみると，痛憤炭別日頃までPHを4－5台

に侠持した直接Ⅰ間区で50晦区　皿両区で乃晦区，町圃

区で吐缶Kク区であってこの石灰適性緩衝能法による中和

走と一致し．3YI甲和蛍にもほゞ詑hl直である．即ちこ

れらの方庄汗こ上って貸出された石火蛍を砥用した場合，

初期の生育はある程度備傑出来るから，PHの低下する

まえ忙濾水すればエいわけである・つまり早期減水を前

提とすれば，硬衝能法とか3Y．忙よる方法で中和石灰速

が算出され侍るものと考える．

通常の乾田虐緬の如く，4貸朋瀾水を行なう場合は

100晦／且を上まわる石灰宜を必要とする．

前述の細く干拓地の石灰要求童，酸の変化吏佗上って

左右されるものであり，その変化にあづかる粂件として．

＿t性・水分・硫化吻含量■有機物の量・気象条件・地下

水位等が挙げられ．これらの粂件の組合せの下で，各様

の頑匿を発現するために∴　それを甲和する石灰登の判定

は更に困嬉とをる．特に下層からの影率を支配する地下

水条件などは．その変劫を予測すること吐嬢かしく．土

地改良工事等に上ってこれら条件を出来るだけ盤埋し．

その影響を少なくする必要がある．

これら各値粂件を石灰要求産との蘭係については更に

侠討して行きたい．

祁位に　関　す　る　研究

第3撤　昧層施肥・二段施肥・中層施肥と

深層施肥との効果比較

佐藤健▼一・那須鱗正

しl■】二　森　UJ　と呈．式）

1　ま　えがさ

基肥施用にあたれ　施肥位紀を作土内下半層とする「

深層劉巴」は畑首早碓栽培にしばしば見受けられる欠点

の過繁茂を抑制し・かつ生育後期の栄藤粂件を良好にし

て増収が可能であることを前報l東北農業研究第6号）

で報じた・この深層甚把の薦肥葛は耕超した作士層の下

半層に施肥し，十分に混和するという特殊な施肥法であ

って実用上吐国儀である・したがって深層其把と封なじ

施肥効果があり，かつ機械刀使用等に上り可能と思われ

る施肥法について倹討きくゎえた・その結果，床層施肥．

二段施肥．甲層施肥がともに有効であることが明らかに

をったのでその結果の概略を報告する．

2　試頗方法

1．桝相法

品種トワダ．播種朗4月通日，E個朋5月19日，穀植

密度お×は・3亡研，飢・3扶／卿．瑚巴盆NPK　各1．1Kク／a．

堆肥112．5Kク／a

2．施肥方法

第1図に示すようを5櫓の施肥位置とし．全量基肥．

堆肥吐全備混和とした．

慣　行 戌　戸 二　段 中　戸 課　jヲ

＃
坊

ヵ晰〃撫1ヒ　傭及

第1図　施肥万は

〔債行施肥〕所定の深さに桝起し・砕士後確肥・表層

5m以内に礪凍＝表層璃肥ト〔床層施肥〕作士の最下

層・鋤床面に平面的に全を別巴・⊂二段施肥〕肥料の旭

壷を表層施肥とし・残余鶴を床層施肥・〔中層施肥〕耕

超した作土鳩の甲榔層に平面的に全墓施肥・〔深層施肥】

桝起した作土層の宛以下の層に全量施肥し．十分に混乱

3・供試面頒　1区2．5が8区別

も　試験実施閉場の位櫨及び土儀条件
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・削莱県黒石市F絹糸段菜試職場間助　士凛の断面形懲

及び分析未た某は前報の通りである■

3　試額繕果並びに考察

1．ノ上背状態

初期生育は瀾行区以外の施肥区について吐深伏される

忙したがって．しだいに劣る傾向が見られる・特に床Jj

区．深層丘でその傾呵が強く・次いで甲頑区である・

二段区壮表層に適肥されていることもあって耕床が深ま

る忙つれて嶋澤が劣る傾向吐′レい・生育成期に封いて吐・

創把が下郎なされているは川床臥80‘¶甲届・公印深

層など草丈の伸びが著しい・頒行区の葉色一草丈はいず

れの絨采に封いても他の施肥区に劣る・第2図に垂教の

時期別推移を桝深通用及び如何について表示した・仏所

萌及び公印桝性はゞこの両者の甲間傾向を示すl図省

力日用∴二は所掛が諷甜排より多れ慣行区及び二段区

は各班蕗だ封いて・7月5日調査時に最高室数を示し・

ヰ刀鯛生育の旺盛さを示しているが・床鳩区・深層区は7

月16日調査時に最届室故を示し・下旭施肥に上る初期生

育の抑制と政湖東蓋の良好な状態を示している・施肥法

の差異吐槙床が深くなるにつれ明瞭となる傾向が明らか

である■

第2岡茎数の推移（凡例は以‾Fの囲すべて同じ）

乙　有効垂歩合と穏赦

第相に示すととく耕深が深まるKつれ有効垂歩合は

高くなるが●機敏吐洩少の傾向にある・二段区の卸椚桝

にかいて吐有効葦歩合の向上がなく・かつ穏故の減少も

ぁって．慣行区と床層区の甲間的性質を見せている・深

耕に伴う機敏の減少は那床屑区が著しく・次いで二臥

床届の各区となり・慣行区炬Pいて吐その傾向は明瞭で

食い．甲屠区は全般に穏或は多レh

出穂鯛はは椚桝で各試験区側妃差異をく8月6日であ

ゎ．耕床が深まると床層区で出穂が2日－まど早tる傾向

にある．他区は出穂朋に差異はない・出穂始よめ揃朋ほ

ての期間については・床層区及び深層区がやゝ長くなる

傾向にあるが明瞭なものでをく・下層施肥に上る出穂雇

延は起ら食いl調査績果省略】・

臥　収穫期に分ける葉身長と節閻長

各プロットにつき幻株平均の穂故を有する代表8株を

採取し．各株最長稗から5垂長い順に選び・その葉身長

第71．：

と節閻長を測定した・その癖東の）も建一耕・勘d餅の

二つについて第4回に示す・

第3周　有効茎歩介（左）と穂数（才弓）

は所の止葉長は各施肥区間の大差吐ないが・下位葉に

っいては慣行区が各兼位とも灯短い・深層区の上位4稟

性長く．床届・二段区がこれについで長い・御所鋏は施

肥法の差異によって薫身が最　も長くなる棄位は具わ・

慣行区では止乗より敢えて4棄目が最長となるが・床層・

深層の各区は8薫目が長い・

節閻長の区間差は著しくないが・全般に慣行区に比し

各施肥区は上位衝間の伸長が認められる・30所燐では特

にこの傾向が著しい・

下部綱，特に倒伏に関係の疾い第4・那師間長に

っいてみると，腋仰削…勘所餅より各施肥区とも長く・

二段，深層の各区が喉に長山恥仰朗では甲膚区が慣行

区　より伸長するが・地区吐すべて慣行区より短れ全

役的にみて伽癖の場合は倒伏が起少やすく・収量が不

安定の傾向にあるの忙比し・組成峡比倒伏が少く収量に

安定性があることを推察させる・施肥位優の差比和体内

の栗壊条件を変え，兼身の分化・発違・術鮒申長をどK

種々の影響を及ぼしていることが明らかである・

4　収量及び収量構成要素

収量は2坪刈とし・収量構成要素の調査は前節で述べ

た各プロット8株について行った・その結果は第1表の
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如くである・

耕床が深まる忙つれ増収傾向が明らかなのは二段■　中

層，深層の各区である・床届区は耕深が深くなるときわ

めて減収するが，しかしほmrl乱打桝で吐慣行区に比し

著しい増収である・二段区はすべての餅深で高い収量を

保つ．床屠区の飢巾耕，軸爪餅は穂故の著しい減少によ

って減収するが，表届施肥と組みあわされた二段区で吐

耕喋が疾くても必要な茎数が確保され．床髄の効果も現

われて増収するものと思われる．慣行区に比し5痴水準

で有意差のある区吐．旭m桝で床屑及び二段区，場所鋏

で庶屑，深層，二段の各区，別所桝で深届．二段の各区，

紬爪桝で二段，中層の各区である．

第1乗　　収量l付／a】及び収量構成安東l一株当少】

鱗 全

壬

柑
】 枇

重
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探
籾 米
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歩
粒
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　 【
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1 8

2 4

8 0
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1靂討．4
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餅）．0

【 ≡三

79．0 0．8 応．7 ． 101．1 1蹴 la 9

即．5 0．8 67．8 【 l【8 ぷ 1時事 11迅 81．5 冷点

平　 均 159．6 79．2 0．8 鎚．0 r　 l脚． 1411 11少量 糾．6　 r　 乱 2

床　 層　 施　 肥

1 2 1鴨方 87 ．8 1．7 69．9 1【汀．5 lt鴻 1186 72．4 迄2．4

1 8 169．4 85 ．0 1．8 69．3 1（お．6 16江I 1 11巧 69．5 ；2 ．6

2 4 169．4 85 ．8 1．1 l訂．8 l鵬．8 1劇1 11（姓 77．8 22．6

8 0 167．8 81．2 1　　 0．9 係．3 11彫．0 1318 l¢9 81．4 芝，9

平　 均 ltも．7 糾．9 ！ 1・8 蝕．8 l腑．6 1518 11淡 75 ．2 r　 也・6

二　 段　 施　 肥

1 2： 173 ．4 F　 汎 5 1．3 70．7 1鴨．8 17（だ 1珊 ‘托．5 三2 ．8

1 8 1間，4 88．8 1．5 70．2 ltB ．0 Ⅷ l 1瑚 74 ．4

80．7

70．6

出．9

；封．0

r 貴・6

2 4 169．4 績；．3 1．8 「花．1 110．g 】触 12！8

8 0 169．4 l　 隠．1 1．2 72．7 111．8 lm u 50

平　 均 ln ．4 ；　 防・8 1．8 71A 1鴫．2 ノー 1謝 闇・l i 塑・1

中　 層　 施　 肥

1 2 172．4

169月

169．4

jB ．7

84．4

84 ．3

1．1 66．9 ltだ．9 迫田 la l 「汀．5

75 ．2

2 2錯

⊆ 公．4
1 8 1．1 67．8 1鵬．さ l勾好 11野

2 4 1．1 鴎j lt川．9 15泌 12 わ 竹．6 22．8

8 0 179．9 釦．7 1．2 72．6 m l．8 】8那 1靴 70．5 】　 訟点

平　 均 l花．8 85．8 1．1 隠．9 1仇．4 l履汀 遁 9 73 ．7 Z Z．8

深　 層　 縮 ．肥

1 2 160．8 量だ．2 0．9 6 ．2 1（刀．8 一 lM も 「汀．0 詔．8

1 8 1冊．3 齢．8 1．2 69月 11方．9 1郎7 1164 蝕．9 22月

2 4 1‘拓．さ 訂．8 0．8 69月 1（お．9 17喝 l加 69．0 22．4

8 0 172 ．4 88．6 1．6 n ．2 1【砂丘 l制 12 79 76．9 22．7

平　 均 m ．8 鉱．2 1．1 68．9 1供．4 1644 11訂 間．0 22．6

収量構成要素についてみると，総粒故は慣行区忙比し

各地肥区ともに床屑区を除いて，各棟深のもとで増加す

る．床届区で吐l飢勘】軋れ餅では増加している・千粒重

について吐全役的に鮒梁が疾tる忙つれて重くをる傾向

にあるが．慣行区に比し老い．登肺歩合は各棟深疋Ph

て慣行区が高く．他の施肥区は共通して低ht

各施肥区の増収の原因は総粒故の増加が豊熟歩合の低

下を上tわめ，その結果稔実粒故の増加を得たことに上

る．耕深が深まる忙つれ穂故の減少が苛められるが㍉　一

機漕粒故の著しい増加によめ総粒奴の増が得られるので

あって，施肥位置を作土内下層部に求める施肥法が一環

粒敢増加の技術であることを示している・

慣行区の媚餅の効果がさほど明瞭でをhことの原因は－

表層施肥であることによるもので，下層土まで肥沃であ

るか或は下届に施肥してあれば十分に深耕の効果が期待

出来ると思われる．

作土内深層部に重点的に施肥することは，土壌の還元

層への施肥であわ脱宝は少いと思われるが，地下流亡に

ついては問題が残される．しかし窒素の肥効が高くなる

こと吐，生育・収量からみて明瞭である．

4　　む　ナ　び

深層基肥にかわる施肥法として床屑施肥，二段施肥，

甲屑施肥がともに有効であるが，耕宿の深さによって・

その効果の現われ方には差異がある・耕鍔の競いは仰・

鳩爪餅では甲屑施肥がよく．二段施肥はいずれの耕深K

卦いても増収効果が極めて高い・


